
股関節痛の主な症状は、関節の

痛みと機能障害です。股関節は鼠

径部（脚の付け根）にあるので、最

初は立ち上がりや歩き始めに脚の

付け根に痛みを感じます。進行す

ると、その痛みが強くなり、場合に

よっては持続痛（常に痛む）や夜間痛（夜寝ていても

痛む）に悩まされることになります。一方、日常生活

では足の爪切りがしにくい、靴下が履きにくい、和

式トイレ使用や正座が困難になることが挙げられ

ます。また、長時間立ったり歩いたりすることがつら

くなりますので、掃除、料理などの家事にも支障を

きたします。また、階段や車・バスの乗り降りも手す

りが必要になります。

患者さんの多くは女性で、原因は股関節の形成

不全といった子どもの頃の病気や発育障害の後遺

症が主なもので、股関節症全体の80％といわれて

います。最近は高齢社会となったため、特に明らか

な原因となる病気に罹ったことがなくても、年齢と

ともに股関節症を発症してくることもあります。

股関節症を進行させないた

めには、初期症状を見落とさな

いことが重要です。また、予防

には体重管理などの生活習慣

の改善と股関節周りの筋力強

化・ストレッチが不可欠です。

歩行では股関節に体重の約3

倍の負荷がかかりますので、体

重が1kg増えるだけでも関節

への負荷はかなり上がります。

食事と適度な運動で減量を心

がけましょう。また、重い荷物

を持たないことも重要です。 
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さらに、股関節を支え

る筋肉（中殿筋など）を

鍛えることで、関節にか

かる負担を軽減できま

す。水中ウォーキング、

水泳（平泳ぎは除く）や

エアロバイクが効果的

です。また、ストレッチに

より股関節の柔軟性を

保つことで、動きが滑ら

かになります。

ただ、これらの保存療

法でも症状が取れない場合は手術療法を考えま

す。初期のうちであれば、自分の骨を生かして行う

骨切り術の適応ですし、関節の変形が進んでいる

場合は人工股関節手術の適応となります。
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